天下 一 の 馬 



i 島 与 志 雄 



せる のがお もし ろくなって、 毎日 材木 を 運び ましたの 

で、 大変お 金 をもう けました。 雪が ひどく 降る 日なん 

か は、 さすがに 休もうと 思い ましたが、 馬の 方で 休む 

こと を 承知し ません。 朝早くから 馬小屋の 中で 跳ね 上 

がったり いなない たりして、 どんな 天気の 悪い 日に も 

勇し く 出かけて 行きました。 

ところが、 二月の 末に 近づく につれ て、 馬の 腹が だ 

ん だん 大きくな つてき ました。 甚兵衛 はび つくりして 

な き 

その 大きな 腹 を 撫でて やつたり、 馬の 病気に 利く とい 

くまざさ 

う 山奥の 隈笹を 食べさせたり しました が、 何の かい も 

うまかた たち 

ありませんでした。 ：i; 間の 馬方 達に 見せても、 どうし 



「なるほど、 それじゃ あ 馬に あくび をさせる から、 静 

かにして 待って いて くれ」 と 甚兵衛 は 答えました。 

ところが、 馬に あくび をさせる のが 大変です。 第一 

馬の あくびな どと いう もの を、 甚兵衛 はま だ 見た こと 

わきばら 

がありませんでした。 脇腹 をつつ いたり、 鼻の 穴に 

ぼうぎ 

棒切れ を さしこんだり してみ ましたが、 馬 はくす ぐつ 

たがったり、 くしゃみ をす るき りで、 あくび をす る 

jj ま、， 

気配 さえ もありませんでした。 それ かって このままに 

してお けば、 悪魔の 子が 馬の 腹の 中で ますます 大きく 

なって、 自然に 腹が 裂ける か 腹 を 食い 破られる か、 ど 

ちらかになる かより 外はありません。 親譲りの 田畑 を 



天下 第 一 の 黒 馬 だ。 

は ヽ> どうどう、 は ヽ」 どうどう 
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